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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ通信を容易にするための方法、該方法は下記を具備する：
　　パイロット信号に対するパイロット・スタガリング系列を得ること；及び
　　該パイロット信号と別のパイロット信号との衝突を緩和させるために該パイロット・
スタガリング系列の順番をシフトさせること;
　　ここにおいて、該パイロット・スタガリング系列の該順番をシフトさせることは下記
を備える：
　　該パイロット・スタガリング系列のインターレースに基づいてパイロット・インター
レース開始番号を決定すること、該パイロット・インターレース開始番号を決定すること
は、該パイロット・スタガリング系列の該インターレースから該パイロット・インターレ
ース開始番号を選択するランダム番号発生器を使用することを備え、該ランダム番号発生
器は、擬似ノイズ（ＰＮ）系列発生器を備える；及び
　　該パイロット・スタガリング系列に対する初期インターレースとして該パイロット・
インターレース開始番号を使用すること。
【請求項２】
　請求項１の方法、該方法は下記をさらに具備する：
　通信信号のフレームの最初のシンボルにおいて該パイロット・スタガリング系列の該シ
フトされた順番を利用すること。
【請求項３】
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　請求項１の方法、該方法は下記をさらに具備する：
　　該パイロット・インターレース開始番号を決定する際に容易にするために少なくとも
１つの通信システム・パラメータを使用すること。
【請求項４】
　請求項３の方法、ここにおいて、該通信システム・パラメータは、少なくとも１つのネ
ットワーク識別番号（ＩＤ）を備える。
【請求項５】
　請求項１の方法、該方法は下記をさらに具備する：
　　該擬似ノイズ（ＰＮ）系列発生器を導入するために少なくとも１つのネットワーク識
別番号（ＩＤ）を利用すること。
【請求項６】
　請求項１の方法、ここにおいて、該パイロット・インターレース開始番号を決定するこ
とは下記を備える：
　　通信システム・パラメータに基づいて予め決められた開始インターレース・オフセッ
トを利用すること。
【請求項７】
　請求項６の方法、ここにおいて、該通信システム・パラメータは、ネットワーク識別番
号（ＩＤ）を備える。
【請求項８】
　データ通信を容易にするシステム、該システムは下記を具備する：
　　少なくとも１つのパイロット信号に対して少なくとも１つのパイロット・スタガリン
グ系列を受信する受信コンポーネント；及び
　　該パイロット信号と別のパイロット信号との衝突の確率を減少させるために該パイロ
ット・スタガリング系列の順番をシフトさせる系列決定コンポーネント；
　　ここにおいて、該系列決定コンポーネントは、該シフトされたパイロット・スタガリ
ング系列を順番に並べることを容易にするために該パイロット・スタガリング系列のイン
ターレースから導出された開始インターレース番号を使用する、
　　ここにおいて、該系列決定コンポーネントは、該開始インターレース番号を導出する
ことを容易にするためにランダム番号発生器を利用し、該ランダム番号発生器は、擬似ノ
イズ（ＰＮ）系列発生器を備える。
【請求項９】
　請求項８のシステム、ここにおいて、該系列決定コンポーネントは、該開始インターレ
ース番号を決定することを容易にするために少なくとも１つの通信システム・パラメータ
を利用する。
【請求項１０】
　請求項９のシステム、ここにおいて、該通信システム・パラメータは、ネットワーク識
別番号（ＩＤ）を備える。
【請求項１１】
　請求項８のシステム、ここにおいて、該系列決定コンポーネントは、該擬似ノイズ（Ｐ
Ｎ）系列発生器を導入するために少なくとも１つのネットワーク識別番号（ＩＤ）を利用
する。
【請求項１２】
　請求項８のシステム、ここにおいて、該系列決定コンポーネントは、該開始インターレ
ース番号を決定することを容易にするために通信システム・パラメータに基づいて予め決
められた開始インターレース・オフセットを使用する。
【請求項１３】
　請求項１２のシステム、ここにおいて、該通信システム・パラメータは、ネットワーク
識別番号（ＩＤ）を備える。
【請求項１４】
　請求項８のシステムを使用するマルチメディア通信システム。
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【請求項１５】
　パイロット・キャリア信号干渉制限を排除するために請求項９のシステムを使用するＯ
ＦＤＭベースの通信システム。
【請求項１６】
　データ通信を容易にするシステム、該システムは下記を具備する：
　　少なくとも１つのパイロット信号に対して少なくとも１つのパイロット・スタガリン
グ系列を受信するための手段；
　　該パイロット信号と別のパイロット信号との衝突を緩和させるために該パイロット・
スタガリング系列の順番をシフトさせるための手段；
　　該シフトされたパイロット・スタガリング系列を順番に並べることを容易にするため
に該パイロット・スタガリング系列のインターレースから導出された開始インターレース
番号を使用するための手段；及び
　　該開始インターレース番号を導出することを容易にするためにランダム番号発生器を
利用するための手段、該ランダム番号発生器は、擬似ノイズ（ＰＮ）系列発生器を備える
。
【請求項１７】
　請求項１６のシステム、該システムは下記をさらに具備する：
　　該パイロット・スタガリング系列の該順番をシフトさせることを容易にするために通
信システム・パラメータを使用するための手段。
【請求項１８】
　請求項１６のシステム、該システムは下記をさらに具備する：
　　該パイロット・スタガリング系列の該シフトされた順番の開始をランダムに選択する
ための手段。
【請求項１９】
　請求項１６のシステム、該システムは下記をさらに具備する：
　　該開始インターレース番号を決定することを容易にするために少なくとも１つの通信
システム・パラメータを利用するための手段。
【請求項２０】
　請求項１９のシステム、ここにおいて、該通信システム・パラメータは、ネットワーク
識別番号（ＩＤ）を備える。
【請求項２１】
　請求項１６のシステム、該システムは下記をさらに具備する：
　　該擬似ノイズ（ＰＮ）系列発生器を導入するために少なくとも１つのネットワーク識
別番号（ＩＤ）を利用するための手段。
【請求項２２】
　請求項１６のシステム、該システムは下記をさらに具備する：
　　該開始インターレース番号を決定することを容易にするために通信システム・パラメ
ータに基づいて予め決められた開始インターレース・オフセットを利用するための手段。
【請求項２３】
　請求項２２のシステム、ここにおいて、該通信システム・パラメータは、ネットワーク
識別番号（ＩＤ）を備える。
【請求項２４】
　そこに記憶された請求項８のシステムのコンピュータ実行可能なコンポーネントを有す
るコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２５】
　パイロット信号に対するパイロット・スタガリング系列を得ること；及び
　　該パイロット・スタガリング系列のインターレースに基づいてパイロット・インター
レース開始番号を決定すること、該パイロット・インターレース開始番号を決定すること
は、該パイロット・スタガリング系列のインターレースから該パイロット・インターレー
ス開始番号を選択するランダム番号発生器を使用することを備え、該ランダム番号発生器
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は、擬似ノイズ（ＰＮ）系列発生器を備える、及び
　　該パイロット・スタガリング系列に対する初期インターレースとして該パイロット・
インターレース開始番号を使用すること
によって該パイロット信号と別のパイロット信号との衝突を緩和させるために該パイロッ
ト・スタガリング系列の順番をシフトさせること；
を具備するデータ通信を容易にするための方法を実行するための命令を実行するマイクロ
プロセッサを具備する無線装置。
【請求項２６】
　通信信号のフレームの最初のシンボルにおいて該パイロット・スタガリング系列の該シ
フトされた順番を利用することをさらに具備する請求項２５の無線装置。
【請求項２７】
　該パイロット・インターレース開始番号を決定することを容易にするために少なくとも
１つの通信システム・パラメータを使用することを備える請求項２５の無線装置。
【請求項２８】
　該通信システム・パラメータは、少なくとも１つのネットワーク識別番号（ＩＤ）を備
える請求項２７の無線装置。
【請求項２９】
　該擬似ノイズ（ＰＮ）系列発生器を導入するために少なくとも１つのネットワーク識別
番号（ＩＤ）を利用することをさらに具備する請求項２５の無線装置。
【請求項３０】
　該パイロット・インターレース開始番号を決定することは、
　　通信システム・パラメータに基づいて予め決められた開始インターレース・オフセッ
トを利用することを備える請求項２５の無線装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　主題の発明は、一般にデータ通信に係り、特に無線通信システムのために先頭のパイロ
ット周波数を選択するシステム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信することは、常に人類にとって主要な重大事であり続けている。近代技術の出現の
はるか前に、音波は人間の声で情報を搬送するために利用されていた。しかしながら、こ
のタイプの通信は、人間の肺の力によって著しく制限される。この問題を克服するために
、ドラムのような音波生成デバイスが、通信距離を増加させるために人間の声の代わりに
使用されていた。しかしながら、音波が人間の耳によって判断されるためには複数のパー
ティー間の距離が大きすぎるとき、通信は維持できなくなった。そのように、技術の進歩
を通してこの限界を克服するために、大きな一歩がなされた。１つの解では、音波は、電
気エネルギーに変換され、それは順に、最終目的地に電気配線を経由して伝送され、その
後目的地で電気エネルギーは音波へと変換して戻された。電話は、この技術の１つのその
ような例である。
【０００３】
　この解が、通信距離を大きく増加させたという事実にも拘らず、それは同様に追加の付
随する問題、すなわち、複数の通信点の間に電気信号を輸送するための電気配線の必要性
、を導入した。電気配線は、多くの場合費用がかかり、そして広大な距離をカバーするた
めにそしてユーザ数の増加を取り扱うために非常に大きな量を必要とする。技術は、電流
の代わりに光インパルスを搬送できる光ファイバ・ケーブルの開発を通して課題のあるも
のを解決しようと試みた。これは、同じ量の通信を輸送するために必要な電気配線の数を
極端に減少させる。しかしながら、光ファイバは、価格の上昇をともない、そして光ファ
イバ・ネットワークを維持管理するための修繕のための費用及び熟練レベルの実質的な増
加をともなう。
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【０００４】
　「通信すること」の１つの最初の考えは人間らしいタイプの情報交換であるが、コンピ
ュータ時代の夜明けは、同様に、複数のコンピュータを一緒にリンクさせる必要性をもた
らした。それゆえ、通信ネットワークは、人間の音声だけでなく、ディジタル化されたデ
ータ（１とゼロに変換されたデータ）からなる情報も搬送することを要求される。事実、
ある複数の技術は、人間の声を非常に離れた距離を越えてより効率的に輸送するために人
間の声さえもディジタル化する。この要求は、一般的な通信ネットワークの仕事量を非常
に増加させており、そして電気配線又はケーブル数の実質的な増加に追い込んだ。
【０００５】
　大きな、有線通信ネットワークの問題を克服するために１つの外見上明白な方法は、電
気配線を廃止し、そして“無線”通信システムを利用することである。この解は非常に容
易に見えるが、無線通信を開発することは、一般的に複雑な課題である。ラジオのような
初期の無線通信技術は、遠くの地域が離れた場所からの放送を受信することを可能にした
。この“一方向”タイプの通信は、お知らせ（announcements）やニュースのような情報
を広めるための強力な手段である。しかしながら、双方向通信又は２よりも多くの方向の
通信さえを有することが、頻繁に望まれている。言い換えると、２又はそれより多くのパ
ーティー間で、それらが人間であるか電子デバイスであるかに拘らず、「会話（conversa
tion）」を行うことが、望まれる。これは、効率的に通信するために必要な無線信号の複
雑さを非常に増加させる。
【０００６】
　電話に対する無線技術の導入で、無線で通信しようと望んでいるパーティーのシーア（
sheer）数は、実質的に増加している。無線電話機は、多機能デバイスへと開発された、
それは音声通信だけでなく、データも同様に中継するように機能する。ある複数のデバイ
スは、同様にインターネットへのインターフェースに組み込まれていて、ユーザがワール
ド・ワイド・ウェブをブラウズすることそしてファイルをダウンロード／アップロードす
ることさえも可能にする。それゆえ、デバイスは、単純な音声デバイスから“マルチメデ
ィア”へと転換されてきており、それはユーザがサウンドだけでなく画像／映像も同様に
受信／送信することを可能にする。すべてのこれらの追加されたタイプのメディアは、こ
れらのメディア・サービスをサポートする通信ネットワークに対する要求をおびただしく
増加させている。人又はデバイスがどのような場所に置かれているとしても「接続される
」ことの自由度は、非常に魅力的でありそしてネットワーク要求における今後の増加をか
りたて続けるであろう。
【０００７】
　そのように、無線信号がその中で送られる「エアーウェーブ」は、ますます込み合うよ
うになる。複雑な信号が、信号周波数を最大限に利用するために使用される。しかしなが
ら、通信しているエンティティのシーア数のために、信号の「衝突」を避けることが、多
くの場合十分ではない。衝突が発生するとき、受信エンティティは、信号を適正にインタ
ープリットできないことがあり、そしてその信号に関係する情報を失うことがある。これ
は、通信ネットワークの効率をはなはだしく低下させ、情報が適正に受信される前に情報
を複数回送ることを必要とする。最悪のケースでは、データが再送信できない場合に、デ
ータは完全に失われることがある。ネットワークが数百のユーザ又は数千のユーザさえも
有する場合に、信号衝突の確率は、実質的に増加する。無線通信に対する需要は、減少す
ることは無い。したがって、信号衝突も同様に増加するであろうし、既存の技術の有用さ
を低下させると仮定することは、妥当である。この種のデータ破損を回避することが可能
な通信システムは、そのユーザに対して信頼性の向上及び効率の向上を提供することを可
能にするであろう。
【発明の開示】
【０００８】
［サマリー］
　下記は、本発明の複数の態様の基本的な理解を提供するための簡単なサマリーを与える
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。このサマリーは、本発明の完璧な全体像ではない。それは、本発明のキーとなる要件／
重大な要件を識別するように又は本発明の範囲を詳細に叙述するように意図されていない
。その１つの目的は、後で与えられるより詳細な説明への前置きとして単純化した形式で
本発明の複数の概念を与えることである。
【０００９】
　本明細書中に説明されるシステム及び方法の複数の実施形態は、一般にＯＦＤＭを使用
するデータ通信に係り、そして特に無線通信システムのために先頭のパイロット・サブキ
ャリア周波数グループを選択するためのシステム及び方法に関する。
【００１０】
　１つの特定の実施形態にしたがって、データ通信を容易にするための方法は、パイロッ
ト信号に対するパイロット・スタガリング系列を得ること、及び該パイロット信号と別の
パイロット信号との衝突を緩和させるために該パイロット・スタガリング系列の順番をシ
フトさせることを含む。
【００１１】
　１つの実施形態では、パイロットのランダム化された開始サブキャリア周波数グループ
は、フレームの最初の直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボルにおいて利用される。
別の１つの実施形態では、開始パイロット・サブキャリア周波数グループ番号は、例えば
、ネットワーク識別番号（ＩＤ）のような通信システム・パラメータによって導入（seed
）された、例えば、擬似ノイズ（ＰＮ）系列発生器のようなランダム番号発生器を利用す
ることによって決定される。このようにして、開始サブキャリア周波数グループは、その
特定のネットワークに固有である。これは、複数のネットワーク・システムが実質的にパ
イロット干渉の可能性を実質的に減少させることによってエラーに強い通信を可能にし、
受信品質及び交信可能範囲を改善する。（複数の）実施形態は、同様にさらにスケーリン
グ可能なシステムを提供し、システム帯域幅が交信可能範囲と引き換えに手放されること
を可能にする。１つの実施形態は、データ通信を容易にするための方法であり、それはパ
イロット信号に対するパイロット・スタガリング系列を取得し、そして該パイロット信号
と別のパイロット信号との衝突を緩和させるために該パイロット・スタガリング系列の順
番をシフトさせる。別の１つの実施形態は、システムであり、それは少なくとも１つのパ
イロット信号に対して少なくとも１つのパイロット・スタガリング系列を受信する受信コ
ンポーネント、及び該パイロット信号と別のパイロット信号との衝突の確率を減少させる
ために該パイロット・スタガリング系列の順番をシフトさせる系列決定コンポーネントを
利用することによってデータ通信を容易にする。
【００１２】
　上記の目的及び関係する目的の実現のために、本発明のある種の例示の実施形態が、以
下の説明及び添付された図面に関係して本明細書中に記載される。しかしながら、これら
の実施形態は、本発明の原理がその中で使用されることができる様々な方法のうちのいく
つかを示し、そして主題の発明は、全てのそのような実施形態及びそれらに等価なものを
含むように意図される。
【００１３】
［詳細な説明］
　主題の発明は、図面を参照してここに説明され、ここにおいて、類似の参照番号は、全
体を通して類似の構成要素を呼ぶように使用される。以下の記載では、説明の目的のため
に、数多くの具体的な詳細が、主題の発明の完全な理解を提供するために記述される。し
かしながら、主題の実施形態がこれらの具体的な詳細を用いずに実行され得ることは、明
白であろう。別の事例において、周知の構造及びデバイスは、本実施形態を記述すること
を容易にするためにブロック図の形式で示される。この明細書中で使用されるように、用
語“コンポーネント”は、エンティティ、ハードウェア、ソフトウェア、ハードウェアと
ソフトウェアとの組み合わせ、又は実行中のソフトウェアのいずれかを呼ぶように意図さ
れる。例えば、コンポーネントは、プロセッサ、プロセッサ上でランしているプロセス、
及び／又はマルチプレクサ及び／又は別の信号促進デバイス及びソフトウェアであり得る
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が、これらに限定されない。
【００１４】
　主題の実施形態及び対応するその開示にしたがって、様々な態様が、加入者局に関係し
て説明される。加入者局は、同様に、システム、加入者ユニット、移動局、移動体、遠隔
局、アクセス・ポイント、基地局、遠隔端末、アクセス端末、ユーザ端末、ユーザ・エー
ジェント、又はユーザ装置とも呼ばれることができる。加入者局は、無線電話機、コード
レス電話機、セッション・イニシエーション・プロトコル（ＳＩＰ：Session Initiation
 Protocol）電話機、無線ローカル・ループ（ＷＬＬ：wireless local loop）局、個人デ
ィジタル補助装置（ＰＤＡ：personal digital assistant）、無線接続能力を有するハン
ドヘルド・デバイス、又は無線モデムに接続された他の処理デバイスであり得る。
【００１５】
　複数の無線ネットワーク間のパイロット信号干渉を緩和し、そして特に所定の伝送地域
に対して非常に混み合いそして複雑な通信信号を一般的に有するマルチメディア通信シス
テムを容易にするために特に適しているシステム及び方法が、提供される。パイロット信
号は、通信データの適正な受信を容易にするために通信システムによって使用される。そ
れらは、例えば、キャリア信号の検出、及び／又はゲイン制御設定を補助できる。一般に
、パイロット信号は、予め決められたデータを包含し、それは通信システムがこの基準デ
ータに対して自分自身を調節することを可能にする。パイロット・スタガリング系列の開
始状態をシフトさせることによって、異なるネットワークのパイロット信号間の衝突の確
率を実質的に減少させ、これらの重要な信号の適正な受信を可能にする。
【００１６】
　シフトさせることは、例えば、ＯＦＤＭベースのシステムのフレームの最初のシンボル
において実現されることができる。１つの実施形態では、ネットワークＩＤ及びその他の
ような通信システム・パラメータは、順番をシフトさせることを容易にするためにパイロ
ット・スタガリング系列の開始状態を決定するためにＰＮ系列発生器を導入する（seed）
ために使用されることができる。これは、異なるネットワーク間のパイロット衝突確率の
低減を可能にし、無線システムの総合効率を大きく増加させ、受信品質及び／又は交信可
能範囲を改善させる。（複数の）実施形態は、しかもさらにスケーリング可能なシステム
を提供し、そこでは交信可能範囲を大きくするためにシステム帯域幅が削減されることが
できる。これは、変化するシステム要求を満足させるために必要に応じてシステムの最適
化を可能にする。
【００１７】
　通信システムは、広範囲に展開されて、音声、パケット・データ、その他のような様々
な通信サービスを提供する。これらのシステムは、利用可能なシステム・リソースを分配
することによって同時に複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な時分割、周波
数分割、及び／又は符号分割多元接続システムであり得る。そのような多元接続システム
の例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ：Code Division Multiple Access）システム、多
重キャリアＣＤＭＡ（ＭＣ－ＣＤＭＡ：Multiple-Carrier CDMA）、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ
－ＣＤＭＡ：Wideband CDMA）、高速ダウンリンク・パケット接続（ＨＳＤＰＡ：High-Sp
eed Downlink Packet Access）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ：Time Division Multiple A
ccess）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ：Frequency Division Multiple Acces
s）システム、及び直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ：Orthogonal Frequency Divisi
on Multiple Access）システムを含む。
【００１８】
　（複数の）主題の実施形態は、ＯＦＤＭベースの通信システム及び他の同種のもので利
用される。それゆえ、そのようなシステムの知識は、主題の発明のアプリケーションを理
解することを容易にする。ＯＦＤＭ、すなわち多重キャリア変調は、複数のシステム間で
データを配信するために複数のサブキャリアを使用する。高速シリアル・データは、複数
のより低い速度のサブ信号へと分割され、それはシステムが異なる周波数で並列に同時に
伝送することが可能である。これは、高スペクトル効率、ＲＦ干渉に対するエラー強さ、
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及びより低い多重経路ひずみの低減を可能にする。ＯＦＤＭ直交特性は、サブチャネルが
重なることを可能にし、そしてそれゆえ、スペクトル効率を増加させることを可能にする
。したがって、ＯＦＤＭベースの無線システムは、例えば、高水準に飽和したＲＦ領域に
おいて利用されるマルチメディア・アプリケーションのような高帯域幅要求のアプリケー
ションを満足させることができる。
【００１９】
　１つの無線規格では、ＯＦＤＭ物理層は、データ信号を５２個の別々のサブキャリアへ
と分割し、変化するレートでのデータの伝送を提供する。シンボルのグループすなわち“
フレーム”は、各サブキャリア内で伝送される。シンボルは、輸送される必要がある少量
のデータを包含する。一般的に、複数のサブキャリアのうちの４個は、パイロット・サブ
キャリアであり、伝送の間の信号周波数シフト及び／又は位相シフトを緩和するための基
準としてシステムが使用する。システム内の各伝送ネットワークは、パイロット・サブキ
ャリアを伝送することを要求され、データ伝送を正しく受信すること及びインタープリッ
トすることを容易にする。パイロット情報が伝送されようとしているか否かに拘らず、パ
イロット・サブキャリアは、常に存在する。しかしながら、残りのサブキャリアは、シス
テム要求にしたがってデータを伝送するためにオープンであり、そしてデータを含むこと
もあるし含まないこともある。一般に、複数のシンボルを含んでいるプリアンブル・フレ
ームは、伝送され、その結果、受信機はそれを傍受することができ、そして着信ＯＦＤＭ
信号を捕らえることを容易にするためにそしてその復調器を同期させるためにそれを利用
できる。このようにして、ゲイン制御及びコース（course）キャリア信号周波数は、決定
されそして精密に同調されることができ、受信機を調整することができる。工業規格が１
つではなくそして専用（proprietary）規格及び非専用規格の両者が同様に存在するので
、上記が一例であるだけであることは、注意されるべきである。
【００２０】
　パイロット信号は、“パイロット・スタガリング系列”を形成するサブキャリア周波数
グループの（分解能を向上させるために）スタガされた系列から一般に構成される。その
ようなサブキャリア周波数グループの好ましい実施形態は、“インターレース”と呼ばれ
る。すなわち、ＯＦＤＭシンボルのサブキャリアは、０からＩ－１までインデックスされ
たＩ個のインターレースへとさらに分割される。各インターレースは、Ｐ個のサブキャリ
アから構成され、そこではサブキャリアは周波数でＩ×Δｆ離れて間を空けられ、Δｆは
サブキャリア間隔である。そのように、例えば、８個のインターレースが存在する場合に
、パイロット・インターレースのセットは、任意の決められた順番で、これらの８個のイ
ンターレースから選択された８個のスタガされたインターレースから構成されることが可
能である。任意の所定の瞬間におけるインターレースは変更できるのではあるが、変更の
順番、又はスタガは、一定のままである。これは、２つのネットワークが同じパイロット
・スタガリング系列を使用する場合に、それらが結局は実質的に同じ瞬間において所定の
インターレース周波数へ変更する、すなわち“ホップする”であろうことを、意味する。
そのように、パイロット・スタガリング系列内でインターレースを変更するにも拘らず、
２つのネットワークは、互いのパイロット信号とまだ干渉するであろう。したがって、パ
イロット・スタガリング系列の開始インターレースを変えることによってこの信号干渉を
緩和するための手段が、提供される。これは、パイロット・インターレースが前のように
スタガすることを可能にするが、同じパイロット・スタガリング系列を用いて動作してい
るネットワークと同期しないインターレースをスタガさせるであろう確率を増加させる。
【００２１】
　図１において、１つの実施形態にしたがってデータ通信を容易にするシステム１００の
ブロック図が、示される。通信を容易にするシステム１００は、パイロット・スタガリン
グ系列決定コンポーネント１０２を備える。それ１０２は、スタガリング系列入力１０４
を受け取り、そしてスタガリング系列出力１０６を与える。スタガリング系列出力１０６
は、パイロット信号干渉を緩和させることを容易にするように強められてきている。パイ
ロット・スタガリング系列決定コンポーネント１０２は、同様にオプションのデータ・シ
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ステム情報１０８を利用することができ、スタガリング系列出力１０６を決定することを
容易にする。このようにして、特定のネットワークに固有の通信システム・パラメトリッ
ク・データは、スタガリング系列出力１０６がそのネットワークに対して実質的に唯１つ
になるように使用されることが可能である。
【００２２】
　例えば、スタガリング系列がインターレース２，１，５，及び６から構成される場合に
、可能な開始インターレース選択は、スタガリング系列のうちの４つのインターレースに
限定される。これは、最大４個までのネットワークが異なる開始インターレース、すなわ
ち２，１，５，又は６のいずれか、を有することを可能にし、パイロット信号干渉を実質
的に減少させる。スタガリング系列パターンが同じであるが開始インターレースが変化す
るので、スタガリング系列は、複数のネットワーク間で同期せず、パイロット信号が干渉
なしに受信されることができるより大きな確率を可能にするであろう。小さなスタガリン
グ系列から開始系列のランダムな選択は、ネットワークの数が増加するにつれて重複する
初期開始インターレースを生じさせる可能性がある。それゆえ、信号衝突の確率は、同一
のスタガリング系列パターンを使用するネットワークに対してと同様に自然に増加するで
あろう。この確率は、スタガリング系列中のインターレースの数を増加させることによっ
て減少させることが可能であり、その結果、同じ開始インターレースを使用する２つのネ
ットワークの発生確率は、減少する。あるネットワークに対して固有のパラメトリック・
データを利用することによって、確率を同様にさらに減少させることが可能である。これ
は、特定のネットワーク及び／又はネットワークのグループに関係する開始系列を作り、
２つのネットワークが同じ開始インターレース及びスタガリング系列を有する確率を減少
させる。
【００２３】
　図２を参照して、主題の発明の１つの実施形態にしたがってデータ通信を容易にするシ
ステムの別の１つのブロック図が、図示される。データ通信を容易にするシステム２００
は、パイロット・スタガリング系列決定コンポーネント２０２を備える。パイロット・ス
タガリング系列決定コンポーネント２０２は、系列受信コンポーネント２０４、初期イン
ターレース決定コンポーネント２０６、及びスタガリング系列再生器（regenerator）２
０８を備える。系列受信コンポーネント２０４は、初期パイロット・スタガリング系列２
１０を受け取り、そしてそれ２１０を初期インターレース決定コンポーネント２０６へ伝
達する。初期インターレース決定コンポーネント２０６は、初期パイロット・スタガリン
グ系列２１０に基づいて新しい開始インターレース番号を決定する。初期インターレース
決定コンポーネント２０６は、新しい開始インターレース番号を決定する際にオプション
のネットワーク情報２１４を同様に利用することができる。スタガリング系列再生器２０
８は、新しい開始インターレース番号を初期パイロット・スタガリング系列２１０ととも
に受け取り、そして新しい開始インターレース番号を利用して再初期化されたパイロット
・スタガリング系列２１２を発生する。パイロット・スタガリング系列決定コンポーネン
ト２０２のある複数の機能性が別のコンポーネントの中に存在することができることを、
当業者は、認識することができる。そのように、例えば、系列受信コンポーネント２０４
は、パイロット・スタガリング系列決定コンポーネント２０２の外部であり得る、及び／
又は初期インターレース決定コンポーネント２０６中に直接組み込まれることができる。
【００２４】
　例えば、初期パイロット・スタガリング系列２１０が（２，４，３，０，１）でありそ
して新しい開始インターレース番号が“３”になるように初期インターレース決定コンポ
ーネント２０６によって選択される場合に、可能である再初期化されたパイロット・スタ
ガリング系列は、（３，０，１，２，４）であり得る。“３”の選択は、初期インターレ
ース決定コンポーネント２０６によるランダム処理であり得る、及び／又はそれはネット
ワーク情報２１４でバイアスされたランダム処理及び／又はネットワーク情報２１４に基
づいて予め決められたオフセット値であり得る。例えば、特定のネットワークは、偶数の
値を付けられた開始インターレースだけに限定されることがあり、それゆえ、ランダムな
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選択の数を減少させる。ネットワーク情報２１４は、ネットワーク識別子、ネットワーク
帯域幅、及び／又は他のネットワークに固有の及び／又は固有でない情報を含むことがで
きるが、これらに限定されない。そのように、予め決められたオフセット値は、ネットワ
ーク情報２１４に基づくことができ、新しい開始インターレース番号に影響を与える。例
えば、ネットワークＩＤは、規格化されることができ、そして例えば、２の値だけオフセ
ットされることがある。ネットワークＩＤが１００毎に増加する場合、ネットワークのセ
ットは、１００，２００，３００、等のＩＤを有するはずである。規格化された値は、そ
のようにネットワークに対して１，２及び３の値を含むはずである。この値は、そのよう
な例ではオフセットされることができ、その結果、１番目のネットワークは、（１＋２）
＝３のインターレース開始位置を有し、２番目のネットワークは、（２＋２）＝４のイン
ターレース開始位置を有し、そして３番目のネットワークは、（３＋２）＝５のインター
レース開始位置を有する、等々である。初期パイロット・スタガリング系列２１０が、例
えば、（２，１，０，５，７，６，４，３）である場合、１番目のネットワーク系列は、
系列の位置３のインターレースで始まり、その結果新しい系列は（０，５，７，６，４，
３，２，１）である。同様に、２番目のネットワークに対して、新しい系列は（５，７，
６，４，３，２，１，０）であり、そして３番目のネットワークに対して、新しい系列は
（７，６，４，３，２，１，０，５）である。同様の新しい系列の順番付けは、（例えば
、ゼロのオフセットを有する）ネットワークに固有のＩＤに無関係に各新しいネットワー
クを増加させることによって実現されることができる。主題の発明の柔軟性が数多くのさ
らなる方法を可能にし、開始インターレース番号の選択に影響を与え、そして本発明のス
コープの範囲内になることを、当業者は認識するであろう。
【００２５】
　図３に転じると、主題の発明の１つの実施形態にしたがってデータ通信を容易にするシ
ステム３００のさらに別の１つのブロック図が図示される。データ通信を容易にするシス
テム３００は、初期インターレース決定コンポーネント３０２を備える。初期インターレ
ース決定コンポーネント３０２は、擬似ノイズ（ＰＮ）系列発生器３０４を備え、それは
インターレース系列情報３０６を受け取りそしてランダム初期インターレース３０８を与
える。ＰＮ系列発生器は、オプションのネットワークＩＤ３１０のようなネットワーク情
報を受け取ることができる。これは、ＰＮ系列発生器３０４によって提供されるランダム
選択プロセスがネットワークに固有の情報により導入されることを可能にし、任意の２つ
のネットワークがそれらのパイロット信号に対して同じ開始インターレース番号を有する
であろう確率を減少させ、実質的にパイロット信号干渉を減少させる。ランダム初期イン
ターレース３０８は、通信システムによって使用されることができ、パイロット信号干渉
を減少させることを容易にするためにそれらのパイロット・スタガリング系列を強める。
【００２６】
　図４を見ると、主題の発明の１つの実施形態にしたがって複数のエンティティをインタ
ーフェースするデータ通信を容易にするシステム４００のブロック図が示される。データ
通信を容易にするシステム４００は、パイロット・スタガリング系列決定コンポーネント
４０２及びエンティティ１－Ｎ　４０４－４０８を備える、ここで、Ｎは１から無限大ま
での整数を表す。エンティティ１－Ｎ　４０４－４０８は、ネットワーク及びその他を含
むことができるが、これに限定されない。この実施形態では、パイロット・スタガリング
系列決定コンポーネント４０２は、パイロット・スタガリング系列を発生しそしてエンテ
ィティ１－Ｎ　４０４－４０８に指示する。発生された系列は、バイアスされたランダム
な系列、予め決められたオフセット系列、及び／又は両者の組み合わせを含むことができ
る。このようにして、パイロット・スタガリング系列決定コンポーネント４０２がエンテ
ィティ１－Ｎ　４０４－４０８の間でいずれかの衝突するパイロット・スタガリング系列
を排除しようと試みることが可能であるという理由で、パイロット信号干渉は、実質的に
低減されることができる。パイロット・スタガリング系列決定コンポーネント４０２は、
エンティティ１－Ｎ　４０４－４０８の外部に存在することができる、及び／又はエンテ
ィティ１－Ｎ　４０４－４０８のうちの１又はそれより多くの内部に存在することができ
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る。パイロット・スタガリング系列決定コンポーネント４０２とエンティティ１－Ｎ　４
０４－４０８との間の通信は、無線通信及び／又は有線通信を含むことができるが、これ
らに限定されない。
【００２７】
　予め決められた系列をバイアスすることを利用するパイロット・スタガリング系列決定
コンポーネント４０２の自律的な実施形態は、同様に複数のエンティティ１－Ｎ　４０４
－４０８中に存在することができる。それゆえ、予め決められた開始インターレース・オ
フセットは、公知のそして予測可能な方法でパイロット・スタガリング系列を強くするた
めに利用されることができ、パイロット信号の制限を緩和する。これは、パイロット・ス
タガリング系列決定コンポーネント４０２と別の干渉する可能性があるエンティティとの
間の通信が実行可能でないときでさえも、最適なパイロット信号干渉低減を可能にする。
【００２８】
　ＯＦＤＭ同報通信システムに関して、送信機は、広い地理的な領域、例えば、大陸のア
メリカ合衆国、全体にわたり、典型的に約６０ｋｍの間隔で分散されると仮定される。伝
送は、低い方の７００ＭＨｚ（ＶＨＦ）帯域のＲＦ周波数において６ＭＨｚ帯域幅で生じ
、そして２つのカテゴリー：（ａ）全国的、それは広い交信可能地域にわたり共通である
、（ｂ）ローカル、それは小地域において関心がある、にクラス分けされることができる
。そのように、別のネットワークに属しているコンテントは、複数の送信機の間で異なる
ことがあり、隣接する伝送は、互いに干渉することがある。
【００２９】
　上記の観測は、ネットワーク・トポロジー５００の一例を示す図５に説明される。全国
とローカルの２つのタイプのネットワーク送信機が示される。全国的プログラム１　５０
２及び２　５０４は、それぞれ、全国的な交信可能地域１　５０２及び２　５０２内の“
Ｔｘ”とマークされた全ての送信機によって伝送され、そして最も外側の交信可能範囲外
形線内の地域において受信される。ローカル・プログラムＡ，Ｂ，Ｃは、それぞれ、ロー
カルな交信可能地域Ａ　５０６、Ｂ　５０８及びＣ　５１０内で伝送され、そして最も外
側の交信可能範囲外形線内の地域において受信される。各ローカル地域５０６－５１０の
範囲内で、送信機は、同じローカル・プログラムを伝送する。しかしながら、２つの異な
るタイプの交信可能地域間の領域では、例えば、別の全国的ネットワークに属する又は別
のローカル・ネットワークに属する２つの送信機間の領域では、伝送は干渉し、結果とし
て対応する交信可能地域内に“穴／隙間”を生じさせる可能性が大きい。
【００３０】
　ある複数のＯＦＤＭシステムに関して、全国的プログラム及びローカル・プログラムは
、図６に示されたように時分割多重化（ＴＤＭ：time division multiplexing）方式６０
０で伝送される。その結果、全国的な伝送及びローカルな伝送が異なる時間フレームにお
いて伝送されるので、それらは互いに干渉しない。しかしながら、別のネットワークに属
している全国的な伝送又はローカルな伝送は、互いに干渉し、交信可能地域の間に穴／隙
間を作り出すであろう。例えば、１つの無線通信システムでは、周波数は８個のインター
レースに分割される。パイロット及びデータは、別のインターレースにおいて伝送される
。（２、６）パイロット・スタガリング・パターンに関して、パイロットはＯＦＤＭシン
ボル間で交互にインターレース２とインターレース６で伝送される。（０，３，６，．．
．）パターンに関して、パイロットは、インターレース０，３，６，１，４，７，２，５
において伝送され、そしてＯＦＤＭシンボル間で繰り返される。図７は、２つの例のパイ
ロット・スタガリング・パターンを用いてフレームの始めにおいて同じ周波数インターレ
ースを利用する構造７００を図示する。
【００３１】
　この構造７００の下で、任意のＯＦＤＭシンボル時間において、パイロットは、同じイ
ンターレースで伝送され、データが全てのネットワークに対して伝送される。したがって
、別のネットワークからの複数のパイロット間の衝突の確率は、１００％である。パイロ
ットが常に存在することに注意する。しかしながら、これはデータに対するケースではな
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い、すなわち、スケジューラの不完全さのために又はデータの少量のローディングのため
に、データを別にして全てのインターレース・セットが、必ずしもデータにより利用され
るのではなく、結果として、時々インターレースが埋められないことになる。ネットワー
ク伝送のこれらの埋められていないインターレースは、別のネットワークのデータ・イン
ターレースに対する“余裕”を作り出す。しかしながら、パイロットは、システム・デー
タ・ローディングに拘らず最大の干渉を常に蒙る。例えば、図７に示された（２，６）の
スタガリングのケースに関して、フレームｎの時間１において、ネットワーク１及びネッ
トワーク２に対するパイロット・インターレースは、両方とも６であり、したがって、両
方のネットワークに対するパイロットは、互いに干渉する。しかしながら、フレームｎの
時間１においてネットワーク１によって利用されるインターレースのうちの幾つかは、ス
ケジューリング及びシステム・ローディングに応じてネットワーク２によって利用されな
いことがあり、それゆえ、ネットワーク２から何も干渉を受けない。パイロットとデータ
との間のアンバランスは、この種の構造を結局「パイロット干渉で制限されたもの」にさ
せる、すなわち、システム・ローディングを減少させること（複数のネットワーク間の全
体の干渉を減少させること）は、受信品質又は交信可能範囲を改善しない。
【００３２】
　図８では、主題の発明の１つの実施形態にしたがったランダム化されたパイロット周波
数インターレーシング構造８００の図が示される。主題の発明は、パイロットとデータと
の間のアンバランスを減少させる。図８は、フレームの始めにおいてランダム・パイロッ
ト・インターレースを利用するパイロット構造８００を図示する。２つのパイロット・ス
タガリング・パターンが、例として示される。各フレームの始めにおいて、パイロット・
スタガリング系列の開始インターレースは、ランダムに決定される、すなわち、パイロッ
ト・インターレース番号は、ネットワークＩＤ番号によって導入される、例えば、擬似ノ
イズ（ＰＮ：pseudo-noise）系列発生器、のようなランダム番号発生器によって決定され
る。次のＯＦＤＭシンボルに対するパイロット・インターレースは、スタガリング系列に
よって決定される。（２，６）スタガリング・パターンに関して、あるフレームの最初の
ＯＦＤＭシンボルのパイロット・インターレースは、インターレース２及びインターレー
ス６からランダムに選択される。（０，３，６,…）スタガリング・パターンに関して、
各フレームの最初のＯＦＤＭシンボルのパイロット・インターレースは、８個のインター
レース、インターレース０からインターレース７まで、からランダムに選択される。これ
は、２つのネットワークのパイロット間の衝突の確率を減少させる。例えば、図８の（２
，６）スタガリングのケースに関して、フレームｎの時間１において、ネットワーク１に
対するパイロット・インターレースは、２であり、ネットワーク２は６である。ネットワ
ーク１のインターレース２は、そのＯＦＤＭシンボルに対するデータによって埋められな
いことがあり、したがって、ネットワーク１に対するパイロットは、そのＯＦＤＭシンボ
ルに対してネットワーク２から干渉を受けないことがある。それゆえ、パイロットは、デ
ータのように干渉ブレーク（break：中断）を利用することができる。これは、パイロッ
トとデータとの間のバランスを効果的に改善し、そしてその結果、受信品質及び／又は交
信可能範囲を改善する。これは、同様にシステムをさらにスケーリング可能にする、すな
わち、システム・バンド幅が交信可能範囲と引き換えに手放されることが可能である。す
なわち言い換えると、システム・ローディングは、交信可能範囲を大きくするために低下
されることが可能である。
【００３３】
　上に示されそして説明された具体例のシステムを考慮して、主題の発明にしたがって実
行されることができる方法は、図９－１０のフローチャートを参照してより良く認識され
るであろう。説明の簡単さの目的のために、方法が一連のブロックとして示されそして説
明されるが、主題の発明にしたがってある複数のブロックは本明細書中に示されそして説
明されたものとは別の順番で及び／又は別のブロックと同時に起きることがあるので、主
題の発明はブロックの順番によって限定されないことが理解されるはずでありそして認識
されるはずである。そのうえ、図示された全てのブロックが、主題の発明にしたがった方
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法を実行するために必ずしも必要とされないことがある。
【００３４】
　図９では、主題の発明の１つの実施形態にしたがってデータ通信を容易にする方法９０
０のフロー図が示される。方法９００は、パイロット・スタガリング系列９０４を得るこ
とによって始まる９０２。パイロット・インターレース開始番号は、それからパイロット
・スタガリング系列のインターレースに基づいて決定される９０６。決定は、ランダムな
選択プロセス及び／又は予め決められた選択プロセスに基づくことが可能である。ランダ
ムな選択プロセスは、しかも通信システム・パラメータ及びその他によって導入されるこ
とができ、２つのネットワークに対して類似のパイロット・スタガリング系列を発生させ
ることの確率をさらに減少させる。予め決められた選択プロセスは、しかも同様に通信シ
ステム・パラメータを使用することも可能である。これは、自動化された決定が、例えば
、特定のシステム内のネットワークが互いに干渉しない最大の確率を有するように実行さ
れることを可能にする。このタイプの選択システムは、確率方程式を最大にすることによ
って組み立てられることが可能であり、確率方程式は、パイロット・スタガリング系列か
らの利用可能なインターレースに、そして各ネットワークの開始インターレースをオフセ
ットする予め決められた方法に基づくことができる。オフセットそれ自身は、予め決めら
れることができる及び／又は通信システム・パラメータにバイアスされることができる。
パイロット・インターレース開始番号は、それからパイロット・スタガリング系列を再初
期化するために利用され９０８、フローを終了する９１０。このようにして、干渉の無い
高い確率を有するさらなる系列が、ネットワークに対して及び／又はネットワークのセッ
トに対して発生される。通信が、システム内の複数のネットワーク間で利用可能である場
合に、干渉の無いことのより高い確率は、各ネットワークが異なる開始インターレースを
有することを確実にすることによって作られることが可能である。
【００３５】
　図１０を参照して、主題の発明の１つの実施形態にしたがってデータ通信を容易にする
方法１０００の別の１つのフロー図が図示される。方法１０００は、パイロット周波数イ
ンターレース情報を得ること１００４によって始まる１００２。パイロット周波数インタ
ーレース情報は、パイロット・スタガリング系列を作るインターレースの一覧表を含むこ
とが可能である。パイロット周波数インターレース情報に関係するネットワークＩＤは、
次に同様に得られる１００６。追加の通信システム及び／又はネットワーク・パラメータ
は、主題の発明によって同様に利用されることが可能である。ネットワークＩＤによって
導入されたＰＮ系列発生器のようなランダム発生器は、それからパイロット・インターレ
ース情報に基づいてランダムな初期インターレース番号を発生させるために使用され１０
０８、フローを終了する１０１０。先頭の又は開始インターレース番号は、その後、通信
システムによって使用されることができ、それらのパイロット・スタガリング系列を強め
ることによってパイロット信号干渉の確率を減少させる。
【００３６】
　図１１は、主題の発明がそれを用いて情報交換することが可能な見本の通信システム環
境１１００のブロック図である。システム１１００は、さらに２つの代表する通信システ
ムＡ１１０２及びＢ１１０４を図示する。システムＡ１１０２とＢ１１０４との間の１つ
の可能な通信は、２又はそれより多くの通信システムの間で伝送されることに適応するデ
ータ・パケットの形式であり得る。システム１１００は、通信フレームワーク１１０６を
含み、それは通信システムＡ１１０２と通信システムＢ１１０４との間の通信を容易にす
るために使用されることができる。
【００３７】
　１つの実施形態では、データ通信を容易にする２又はそれより多くの通信システム・コ
ンポーネントの間で伝送されるデータ・パケットは、少なくとも一部が、パイロット信号
衝突を緩和するために選択された初期パイロット・スタガリング系列インターレースに関
係する情報を備える。
【００３８】
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　上に説明されてきたものは、主題の発明の複数の例を含む。当然のことながら、主題の
発明を説明する目的のために全ての考え得るコンポーネントの組み合わせ又は方法の組み
合わせを記述することは不可能であるが、主題の発明の複数のさらなる組み合わせ及び置
き換えが可能であることを、当業者は認識できる。したがって、主題の発明は、添付され
た特許請求の範囲の精神及びスコープの範囲内になる全てのそのような代替物、変更及び
変形を包含するように意図されている。その上、用語“含む（include）”が詳細な説明
又は特許請求の範囲において使用される限り、“具備する（comprising）”が特許請求の
範囲においてつなぎの用語として使用されるときに解釈されるように、そのような用語は
、用語“具備する”と同様に、ある意味で包括的であるように意図される。
　なお、出願時特許請求の範囲における請求項１－４４の記載を付記１－４４として下記
に表記する。
[付記１]
　データ通信を容易にするための方法、該方法は下記を具備する：
　　パイロット信号に対するパイロット・スタガリング系列を得ること；及び
　　該パイロット信号と別のパイロット信号との衝突を緩和させるために該パイロット・
スタガリング系列の順番をシフトさせること。
[付記２]
　付記１の方法、該方法は下記をさらに具備する：
　　通信信号のフレームの最初のシンボルにおいて該パイロット・スタガリング系列の該
シフトされた順番を利用すること。
[付記３]
　付記１の方法、ここにおいて、該パイロット・スタガリング系列の該順番をシフトさせ
ることは下記を備える：
　　該パイロット・スタガリング系列のインターレースに基づいてパイロット・インター
レース開始番号を決定すること；及び
　　該パイロット・スタガリング系列に対する初期インターレースとして該パイロット・
インターレース開始番号を使用すること。
[付記４]
　付記３の方法、該方法は下記をさらに具備する：
　　該パイロット・インターレース開始番号を決定する際に容易にするために少なくとも
１つの通信システム・パラメータを使用すること。
[付記５]
　付記４の方法、ここにおいて、該通信システム・パラメータは、少なくとも１つのネッ
トワーク識別番号（ＩＤ）を備える。
[付記６]
　付記３の方法、ここにおいて、該パイロット・インターレース開始番号を決定すること
は下記を備える：
　　該パイロット・スタガリング系列の該インターレースから該パイロット・インターレ
ース開始番号を選択するランダム番号発生器を使用すること。
[付記７]
　付記６の方法、ここにおいて、該ランダム番号発生器は、擬似ノイズ（ＰＮ）系列発生
器を備える。
[付記８]
　付記７の方法、該方法は下記をさらに具備する：
　　該擬似ノイズ（ＰＮ）系列発生器を導入するために少なくとも１つのネットワーク識
別番号（ＩＤ）を利用すること。
[付記９]
　付記３の方法、ここにおいて、該パイロット・インターレース開始番号を決定すること
は下記を備える：
　　通信システム・パラメータに基づいて予め決められた開始インターレース・オフセッ
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トを利用すること。
[付記１０]
　付記９の方法、ここにおいて、該通信システム・パラメータは、ネットワーク識別番号
（ＩＤ）を備える。
[付記１１]
　付記１の該方法を使用するマルチメディア通信システム。
[付記１２]
　データ通信を容易にするシステム、該システムは下記を具備する：
　　少なくとも１つのパイロット信号に対して少なくとも１つのパイロット・スタガリン
グ系列を受信する受信コンポーネント；及び
　　該パイロット信号と別のパイロット信号との衝突の確率を減少させるために該パイロ
ット・スタガリング系列の順番をシフトさせる系列決定コンポーネント。
[付記１３]
　付記１２のシステム、ここにおいて、該系列決定コンポーネントは、該シフトされたパ
イロット・スタガリング系列を順番に並べることを容易にするために該パイロット・スタ
ガリング系列のインターレースから導出された開始インターレース番号を使用する。
[付記１４]
　付記１３のシステム、ここにおいて、該系列決定コンポーネントは、該開始インターレ
ース番号を決定することを容易にするために少なくとも１つの通信システム・パラメータ
を利用する。
[付記１５]
　付記１４のシステム、ここにおいて、該通信システム・パラメータは、ネットワーク識
別番号（ＩＤ）を備える。
[付記１６]
　付記１３のシステム、ここにおいて、該系列決定コンポーネントは、該開始インターレ
ース番号を導出することを容易にするためにランダム番号発生器を利用する。
[付記１７]
　付記１６のシステム、ここにおいて、該ランダム番号発生器は、擬似ノイズ（ＰＮ）系
列発生器を備える。
[付記１８]
　付記１７のシステム、ここにおいて、該系列決定コンポーネントは、該擬似ノイズ（Ｐ
Ｎ）系列発生器を導入するために少なくとも１つのネットワーク識別番号（ＩＤ）を利用
する。
[付記１９]
　付記１３のシステム、ここにおいて、該系列決定コンポーネントは、該開始インターレ
ース番号を決定することを容易にするために通信システム・パラメータに基づいて予め決
められた開始インターレース・オフセットを使用する。
[付記２０]
　付記１９のシステム、ここにおいて、該通信システム・パラメータは、ネットワーク識
別番号（ＩＤ）を備える。
[付記２１]
　付記１２のシステムを使用するマルチメディア通信システム。
[付記２２]
　パイロット・キャリア信号干渉制限を排除するために請求項１２のシステムを使用する
ＯＦＤＭベースの通信システム。
[付記２３]
　データ通信を容易にするシステム、該システムは下記を具備する：
　　少なくとも１つのパイロット信号に対して少なくとも１つのパイロット・スタガリン
グ系列を受信するための手段；及び
　　該パイロット信号と別のパイロット信号との衝突を緩和させるために該パイロット・



(16) JP 4950068 B2 2012.6.13

10

20

30

40

50

スタガリング系列の順番をシフトさせるための手段。
[付記２４]
　付記２３のシステム、該システムは下記をさらに具備する：
　　該パイロット・スタガリング系列の該順番をシフトさせることを容易にするために通
信システム・パラメータを使用するための手段。
[付記２５]
　付記２３のシステム、該システムは下記をさらに具備する：
　　該パイロット・スタガリング系列の該シフトされた順番の開始をランダムに選択する
ための手段。
[付記２６]
　付記２３のシステム、該システムは下記をさらに具備する：
　　該シフトされたパイロット・スタガリング系列を順番に並べることを容易にするため
に該パイロット・スタガリング系列のインターレースから導出された開始インターレース
番号を使用するための手段。
[付記２７]
　付記２６のシステム、該システムは下記をさらに具備する：
　　該開始インターレース番号を決定することを容易にするために少なくとも１つの通信
システム・パラメータを利用するための手段。
[付記２８]
　付記２７のシステム、ここにおいて、該通信システム・パラメータは、ネットワーク識
別番号（ＩＤ）を備える。
[付記２９]
　付記２６のシステム、該システムは下記をさらに具備する：
　　該開始インターレース番号を導出することを容易にするためにランダム番号発生器を
利用するための手段。
[付記３０]
　付記２９のシステム、ここにおいて、該ランダム番号発生器は、擬似ノイズ（ＰＮ）系
列発生器を備える。
[付記３１]
　付記３０のシステム、該システムは下記をさらに具備する：
　　該擬似ノイズ（ＰＮ）系列発生器を導入するために少なくとも１つのネットワーク識
別番号（ＩＤ）を利用するための手段。
[付記３２]
　付記２６のシステム、該システムは下記をさらに具備する：
　　該開始インターレース番号を決定することを容易にするために通信システム・パラメ
ータに基づいて予め決められた開始インターレース・オフセットを利用するための手段。
[付記３３]
　付記３２のシステム、ここにおいて、該通信システム・パラメータは、ネットワーク識
別番号（ＩＤ）を備える。
[付記３４]
　２又はそれより多くの通信コンポーネントの間で伝送され、データ通信を容易にするデ
ータ・パケット、ここにおいて、該データ・パケットは、少なくとも一部がパイロット信
号衝突を緩和させるために選択された初期パイロット・スタガリング系列インターレース
に関係する情報を具備する。
[付記３５]
　そこに記憶された付記１２のシステムのコンピュータ実行可能なコンポーネントを有す
るコンピュータ読み取り可能な媒体。
 [付記３６]
　データ通信を容易にするための方法を実行するための命令を実行するマイクロプロセッ
サ、該方法は下記を具備する：
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　　パイロット信号に対するパイロット・スタガリング系列を得ること；及び
　　該パイロット信号と別のパイロット信号との衝突を緩和させるために該パイロット・
スタガリング系列の順番をシフトさせること。
[付記３７]
　付記３６の方法、該方法は下記をさらに具備する：
　　通信信号のフレームの最初のシンボルにおいて該パイロット・スタガリング系列の該
シフトされた順番を利用すること。
[付記３８]
　付記３６の方法、ここにおいて、該パイロット・スタガリング系列の該順番をシフトさ
せることは下記を備える：
　　該パイロット・スタガリング系列のインターレースに基づいてパイロット・インター
レース開始番号を決定すること；及び
　　該パイロット・スタガリング系列に対する初期インターレースとして該パイロット・
インターレース開始番号を使用すること。
[付記３９]
　付記３８の方法、該方法は下記をさらに具備する：
　　該パイロット・インターレース開始番号を決定することを容易にするために少なくと
も１つの通信システム・パラメータを使用すること。
[付記４０]
　付記３９の方法、ここにおいて、該通信システム・パラメータは、少なくとも１つのネ
ットワーク識別番号（ＩＤ）を備える。
[付記４１]
　付記３８の方法、ここにおいて、該パイロット・インターレース開始番号を決定するこ
とは下記を備える：
　　該パイロット・スタガリング系列のインターレースから該パイロット・インターレー
ス開始番号を選択するランダム番号発生器を使用すること。
[付記４２]
　付記４１の方法、ここにおいて、該ランダム番号発生器は、擬似ノイズ（ＰＮ）系列発
生器を備える。
[付記４３]
　付記４２の方法、該方法は下記をさらに具備する：
　　該擬似ノイズ（ＰＮ）系列発生器を導入するために少なくとも１つのネットワーク識
別番号（ＩＤ）を利用すること。
[付記４４]
　付記３８の方法、ここにおいて、該パイロット・インターレース開始番号を決定するこ
とは下記を備える：
　　通信システム・パラメータに基づいて予め決められた開始インターレース・オフセッ
トを利用すること。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】図１は、主題の発明の１つの実施形態にしたがってデータ通信を容易にするシス
テムのブロック図である。
【図２】図２は、主題の発明の１つの実施形態にしたがってデータ通信を容易にするシス
テムの別の１つのブロック図である。
【図３】図３は、主題の発明の１つの実施形態にしたがってデータ通信を容易にするシス
テムのさらに別の１つのブロック図である。
【図４】図４は、主題の発明の１つの実施形態にしたがって複数のエンティティのインタ
ーフェースとなるデータ通信を容易にするシステムのブロック図である。
【図５】図５は、主題の発明の１つの実施形態にしたがったネットワーク交信可能地域の
図である。
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【図６】図６は、主題の発明の１つの実施形態にしたがった全国的な及びローカルなフレ
ーム・インターリービングの図である。
【図７】図７は、主題の発明の１つの実施形態にしたがったパイロット・スタガリング・
パターンの一例である。
【図８】図８は、主題の発明の１つの実施形態にしたがったランダム化されたパイロット
周波数インターレーシング構造の図である。
【図９】図９は、主題の発明の１つの実施形態にしたがってデータ通信を容易にする方法
のフロー図である。
【図１０】図１０は、主題の発明の１つの実施形態にしたがってデータ通信を容易にする
方法の別の１つのフロー図である。
【図１１】図１１は、主題の発明がその中で機能することが可能な一例の通信システム環
境を図示する。
【符号の説明】
【００４０】
　１００…データ通信を容易にするシステム，２００…データ通信を容易にするシステム
，３００…データ通信を容易にするシステム，４００…データ通信を容易にするシステム
，５００…ネットワーク・トポロジー，６００…時分割多重化方式，７００…パイロット
周波数インターレーシング構造，８００…パイロット周波数インターレーシング構造，１
１００…通信システム環境。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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